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日本区域麻酔学会認定制度規則  

第１章 目的 

第 1条 日本区域麻酔学会は、区域麻酔の安全性と質の向上を目指し、会員の教育を充実さ

せるために、認定制度を定める。 

 

第２章 認定制度の運用 

第 2条 日本区域麻酔学会は、認定制度を適正かつ円滑に運営するため、日本区域麻酔学会

認定審査委員会（以下認定審査委員会）を設置する。 

 

第３章 認定審査、認定更新に関する公告 

第 3条 認定審査、認定更新の期日、認定要件、手続きの詳細などに関しては、日本区域麻

酔学会ホームページ上（http://www.regional-anesth.jp/）で公告する。 

 

第４章 認定資格の種類 

第 4条 日本区域麻酔学会は認定医と指導医を認定する。 

第 5条 認定医は、安全かつ質の高い区域麻酔を提供するのに必要な知識と技能を有すると

認定された者に対して与えられる。 

http://www.regional-anesth.jp/
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第 6条 指導医は、認定医の資格を有する者で、指導者としての資格を有していると認定さ

れた者に対して与えられる。 

第 7条  認定医および指導医の英語表記は、それぞれ Japanese Society of Regional 

Anesthesia Qualified Anesthesiologist および Board Certified Anesthesiologist of the 

Japanese Society of Regional Anesthesia とする。 

 

第 5章 認定医、指導医の認定審査 

第 8条  認定審査は、認定審査委員会が行う。 

第 9 条 認定審査は、所定の申請書類を認定審査委員会に提出することによって申請する。 

第 10条 認定審査の認定に必要な要件については細則に定める。 

第 11条 認定医（暫定）の更新および認定医への移行は行わない。 

 

第 6章 認定医、指導医の認定期間 

第 12条 認定審査に合格した場合、審査申請をした翌年の 4月 1日から認定医あるいは指

導医として認定され、認定開始 5年後の 3月 31日にその認定は失効する。 
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第 7章 認定医、指導医の資格更新 

第 13条 認定医、指導医はその認定が失効する前年に、それぞれの資格の更新申請をするこ

とによって更新される。 

第 14条 認定医、指導医の資格更新に必要な要件については細則に定める。 

 

 

 

第８章 認定の喪失・取り消し 

第 15条 認定医、指導医は、次の事由によりその資格を喪失する。 

① 会員の資格を喪失したとき 

② 認定医、指導医の資格を辞退したとき 

③ 認定の更新を申請しなかったとき 

第 16条 会長は、認定医、指導医としてふさわしくない行為のあった者に対し理事会の議を

経て資格を取り消すことができる。 

 

第９章 認定資格更新の延長 

第 17条 やむを得ない事情があって認定医、指導医資格の更新が不可能な場合、認定委員

会に申請することによって資格失効日を 1年間延長することができる。 
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第 18条 資格更新の延長を申請した場合、新たな資格失効日までに資格更新申請をしなけ

れば資格を喪失する。 

第 19条 資格更新延長後の資格更新に必要な要件は、細則に定める。 
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認定医審査細則  

認定医審査には暫定認定と正式認定を設置する。 

I. 暫定認定 

1. 暫定認定審査は 2017年と 2018年におこなう。  

2. 第一回の暫定認定医審査の申請は 2017年 9月末日を締め切り（必着）とする。 

3. 認定要件 （申請時において） 

① 公益社団法人日本麻酔科学会が認定する麻酔科専門医であること 

② 3年以上継続して日本区域麻酔学会の会員であること 

③ 日本区域麻酔学会学術集会に 3回以上参加していること 

④ 日本区域麻酔学会学術集会において発表者（共同演者も含む）としての発表歴

があること 

⑤ 日本区域麻酔学会が認定したハンズオンワークショップへの参加歴が 1 回以

上あること 
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II． 正式認定 

1. 正式認定審査は 2019年より開始する。  

2. 第一回の正式認定医審査の申請は 2019年 9月末日を締め切り（必着）とする。 

3. 認定要件 （申請時において） 

① 公益社団法人日本麻酔科学会が認定する麻酔科専門医であること 

② 継続して 5年間以上日本区域麻酔学会の会員であること 

③ 過去 5年間に本学会学術集会に 2回以上参加していること 

④ 別表の業績実績単位表に基づいて、過去 5 年間に業績実績単位を 100 単位以上

取得していること 

認定医認定に必要な業績実績単位必要最低数 

  

必要総単位数 100単位以上 

学術集会参加単位 20単位以上 

業績単位 20単位以上 

日本区域麻酔学会認定講習受講単位 20単位以上 

日本区域麻酔学会認定ハンズオンワークショップ参加単位 20単位以上 
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指導医審査細則  

1. 指導医審査は 2020年より開始する。 

2020年 10月末日 

2. 第一回の指導医審査の申請は 2020年 9月末日を締め切り（必着）とする。 

3. 認定要件（申請時において） 

① 継続して 2年間以上日本区域麻酔学会認定医であること *1 

② 過去 5年間に本学会学術集会に 2回以上参加していること 

③ 日本区域麻酔検定試験 (J-RACE) の合格証を有すること *2 

④ 過去 5年間に日本区域麻酔学会認定講習を 3回以上受講していること 

 

*1  暫定・正式にかかわらず認定医期間中に指導医申請が認められた場合は 

指導医としての登録になり、認定医は自動的に更新されているとする。 

 

*2  J-RACE試験問題作成委員経験者は認定要件③は免除される。 
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認定更新細則  

1. 認定医・指導医の更新には以下の要件が必要である。（申請時において） 

① 継続して 5年間以上日本区域麻酔学会の会員であること 

② 過去 5年間に本学会学術集会に 2回以上参加していること 

③ 別表の業績実績単位表に基づいて、過去 5年間に業績実績単位を 50単位以上

取得していること 

 

認定医・指導医の更新に必要な業績単位必要最低数 

  

必要総単位数 50単位以上 

学術集会参加単位 20単位以上 

業績単位 5単位以上 

日本区域麻酔学会認定講習受講単位 10単位以上 

日本区域麻酔学会認定ハンズオンワークショップ参加単位 10単位以上 

 

ただし、更新の際には業績実績単位表 5．区域麻酔関連資格を必要総単位数に含める

ことはできない。 
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資格更新延長後の認定更新細則  

1. 認定医・指導医の資格更新延長を申請した場合、延長後の資格更新に必要な単位は

60単位である。 
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 業績実績単位表  

 

認定に必要な業績実績単位は以下の 5項目に分類される。 

 

1. 学術集会参加単位 

日本区域麻酔学会学術集会         10単位 

海外の区域麻酔に関する学会（ASRA,AOSRA,ESRA,ISRA）  5単位 

関連学会（支部学術集会あるいは地方会も含む）    5単位 

 

2. 業績単位 

日本区域麻酔学会学術集会発表 （シンポジスト、教育講演を含む）  

筆頭            15単位  

共同・座長            5単位 

関連学会で区域麻酔に関連する発表 筆頭のみ   5単位 

区域麻酔に関連する論文・著書   筆頭    15単位 

               共同          5単位 

 

＜関連学会＞ 日本麻酔科学会、日本臨床麻酔学会、日本ペインクリニック学会、日本心

臓血管麻酔学会、日本集中治療医学会、日本小児麻酔学会、老年麻酔学会、日本静脈麻酔

学会、日本産科麻酔学会 

 

3．日本区域麻酔学会認定講習受講単位 

日本区域麻酔学会学術集会、日本区域麻酔学会主催セミナーで開催される各種講演、シン

ポジウムで、日本区域麻酔学会が認定講習と認めたものを受講した場合、１回受講あたり

5単位（講師としての参加も含む） 

 

4．日本区域麻酔学会認定ハンズオンワークショップ参加単位 

日本区域麻酔学会が認定したハンズオンワークショップに参加した場合、講義 1時間と実

技 2時間を併せて 10単位。（インストラクターとしての参加も含む）。 

講義と実技は分離して獲得可能とする。 

 

5. 区域麻酔関連資格 

日本臨床麻酔学会 教育インストラクター（神経ブロック）   20単位 

European Diploma in Regional Anaesthesia & Pain Therapy (EDRA)合格者 20単位 
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日本区域麻酔学会主催  日本区域麻酔検定試験  

Japanese Regional Anesthesia Certificate Examination (J -RACE)  

細則  

 

1. 日本の区域麻酔に関する知識・技能の水準ならびに日本区域麻酔学会の教育活動効

果を客観的に評価するため、日本区域麻酔学会は年に 1回、日本区域麻酔検定試験 

(Japanese Regional Anesthesia Certificate Examination : J-RACE)を実施する。 

 

2. 試験は筆記試験によって行う。 

 

3. 第 1回の試験は 2019年に開催する (J-RACE 2019)。 

 

4. 試験の詳細に関しては、日本区域麻酔学会ホームページ上で公告する。 
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日本区域麻酔学会認定講習  

 

1. 日本区域麻酔学会学術集会における、教育講演、特別講演、シンポジウム、リフレ

ッシャーコースなどは、学術委員会が区域麻酔に関する知識・技能の教育上適切で

あると判断した場合、認定講習と認定する。 

尚、会長は学術大会のプログラム内容を構成するにあたり、「認定講習」の候補を学

術委員会に申請する。 

 

2. 認定講習に関する詳細は日本区域麻酔学会ホームページ上で広告するとともに、各

学会のプログラム、抄録集にその旨公示する。 
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日本区域麻酔学会認定ハンズオンワークショップ  

別紙へ 

 


